































































































してきた（Jung 2014: 6; Ranque and Quetulio-Navarra 
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1　1968 年時点で、スラム居住者は、100 万人を超えており、人口の 3 分の 1 に達した（Sembrano, Imperial and Felix 1977: 13）。
2　ケッツァーナ台風（Ketsana）は、フィリピン国内ではオンドイ台風（Ondoy）と呼ばれている。2009 年 9 月26日午前 8 時から午後 8 時にかけてフィリピン・ルソン島
に集中豪雨をもたらした。99 万世帯、500 万人近くが被災し、70 万人が避難した（NDDC 2009）。なかでもマニラ首都圏の被害は甚大であり、死者及び行方不明者
500 人余りのうち、52 パーセントにあたる241 人が首都圏、また 160 人が首都圏郊外から出ている（JICA 2010）。
3　「危険区域（Danger Zone）」とは、「防災と疾病からの避難計画事業」において区分けされたマニラ首都圏内の水路・湖畔・海岸・河川沿いの地域を指す。
避難計画事業は、危険区域に居住するスラム住民、7 万 5000 世帯（首都圏全域のスラムの居住世帯の約 10 パーセントに相当）の再定住を目標としていた（Cupin 
2014）。
4　「防災と疾病からの避難計画事業（OPLAN LIKAS: Lumikas para Ligtas sa Kalamidad at Sakit）」に加えて、公共事業道路省による「洪水管理総合計画」





































加を経験してきた。1980 年時点で 593 万人だった人口は、
30 年間のうちに 1200 万人（2010 年）へ倍増し、2020 年に
は 1600 万人に達する（PSA 2017: 30）。人口増加の受け皿
となってきたスラム 1 は、2003 年の報告書によれば、首都圏










退きが急激に増加しており、2002 年の 1034 世帯から2011
年の 1 万 4744 世帯へ、さらに 2008 年から2011 年の 4 年





に暮らす 7 万 5709 世帯を立ち退き対象とした（Elona 2012; 























































Ⅱ  ス ラ ム か ら の




5　500 億ペソ住宅事業（2012 年時点で 1 ペソは約 2 円に相当）は、マニラ首都圏の市内と郊外地域に再定住住宅を建設している（IPD and CHR 2014）。この
住宅事業では、「ピープルズ・プラン」という住民参加型プログラムも導入された。スラム住民は、政府と協働しながら移住住宅の設計に参与しており、従来の郊外再
定住地に比べて民主主義的であると評価されている。しかし、この住宅供給事業では、ピープルズ・プランの対象となる市内での住宅が 1 万 6089 戸（19.5パーセント）
にとどまり、一方、郊外再定住地において 80.5 パーセントに相当する6 万 6810 戸を建設した。そのため、再定住事業の大半は郊外再定住地であった。国家住宅
省の 2015 年 7 月14日のプレゼンテーション資料から参照。この再定住地の住宅数は、2015 年 7 月14日時点の数値である。PHP 50B: PROJECTS HOUSING 
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6　ネサット（Nesat）台風（フィリピン名：Pedring）は、マニラ首都圏を含むフィリピン全土に甚大な被害をもたらした。被災世帯はのべ 58 万 2626 世帯、死者 55 名、
行方不明者 28 名、負傷者 65 名を出し、被害額はケッツァーナ台風を超える約 90 億ペソにのぼった（NDRRMC 2011）。






9　2015 年 4 月10日、ナボタス市役所の都市計画課でのインタビュー。
10　カビテ市海岸沿いに建設された幹線道路（Cavitex）など、海岸沿いと湖畔沿いの地域は、今後の交通インフラ開発が期待されている。




失った（Morin, Ahmad and Warnitchai 2016: 697）。ナボ
タス市が海岸沿いの住宅再建を禁じたため、被災した住民
は避難生活を強いられることとなった。
















の間でパトロン・クライアント関係 8 を保持してきた（Shatkin 





変化する。ナボタス市内のスラム世帯数は、2010 年の 1 万




や国際 NGO は、住宅を失った 2000 世帯に対して支援を実
施し、さらに災害管理事業としてマニラ湾沿いに 3.5km に及












（Alcazaren, Ferrer and Icamina 2011: xv）
写真 2　被災後のバコッグ・コミュニティ




































る選好についてインタビュー調査 13 を行ったところ、27 世帯








平均所得が 1508.3 ペソ/ 週（1ヶ月あたり6033.2 ペソ）であ
るのに対して、サン・ホセ・デルモンテ市を希望する世帯は、




































依拠している。2011 年時点でのフィリピン・ペソは、1 ペソ約 2 円に相当する。
14　フィリピン統計調整委員会はマニラ首都圏における2012 年時点の貧困線を月間 1 万 84 ペソとなっており、市内・郊外のどちらの再定住地を選択する世帯も
貧困層であった。
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再定住地の選好 住宅の形態 バコッグ地区の居住開始時期 世帯人数 世帯主の職業 所得 選好の理由、再定住に向けた問題
1 タンサ地区 同居 1988 6 無職 不明 タンサ地区は知人・友人が多く、市役所へのコネがきくため
2 タンサ地区 賃借 2006 2 行商 700ペソ/週 ナボタス市内のマーケットに近いから
3 タンサ地区 所有 1987 3 漁業（潜水士） 1000ペソ/週 どちらの再定住地もたいして違いはない
4 タンサ地区 賃借 1996 7 建設労働 1000-1500ペソ/週 サン・ホセ・デルモンテ市へ再定住したいが、もう入居可能な住宅がない
5 タンサ地区 賃借 2004 2 漁業 1300-1500ペソ/週 可能であればサン・ホセ・デルモンテ市へ行きたいが、タンサ地区に行かざるをえない
6 タンサ地区 所有 1982 5 漁業 1500ペソ/週 防潮堤の建設によって自宅を撤去されるため
7 タンサ地区 所有 1995 5 漁業 1500ペソ/週 息子の無犯罪証明書が必要
8 タンサ地区 賃借 2009 7 漁業 2000ペソ/週 新しい無犯罪証明書が必要、タンサ地区を希望しているがどうなるか不安
9 タンサ地区 所有 1991 5 サービス業 2000ペソ/週
他の選択肢がない、書類の準備で身分書の発行が必
要だが、300ペソが捻出できない
10 タンサ地区 所有 2001 2 運送業 2100ペソ/週 仕事をする上でタンサ地区の方が便利だから
11 タンサ地区 賃借 1989 3 造船業 2200ペソ/週 夫の職場に近い




1 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 1985 5 漁業 不明 ナボタス市内に貸家を持っているため、週末だけ再定住地に帰ればいい
2 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 2000 6 漁業 450ペソ/週 空気が新鮮だから、夫はナボタス市内で働いて、週末だけ帰ってこればいい




4 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 1996 8 運送業 800-1500ペソ/週 社会福祉開発省が移住先を選んだ
5 サン・ホセ・デルモンテ市 賃貸 2004 5 造船業 1800ペソ/週 住宅の所有権が得られるから
6 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 1996 9 運送業 2000ペソ/週 土地の権利が得られるから、夫は会社に泊まって週末だけ帰宅する
7 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 2006 4 建設業 2100ペソ/週 妻がブラカン州に良い印象を持っているから
8 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 2000 2 修理工 2100ペソ/週 国家住宅省が決めたから
9 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 2003 5 建設業 2200ペソ/週 良い再定住地だと思っており、住宅を所有したい、夫は市内で働けばいい
10 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 2007 4 溶接工 2200ペソ/週 夫の仕事の心配をしているが、毎週土曜に帰って来れば良い
11 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 2005 4 運送業 2200ペソ/週 夫は職場で寝起きし、家族は再定住地に行く、副業として雑貨屋を開業したい
12 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 1998 3 漁業 2400ペソ/週 家の所有権が欲しい
13 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 2004 4 警備 2800ペソ/週 所有権が得られるから、夫がとてもブラカン州に行きたがっているから




15 サン・ホセ・デルモンテ市 所有 1999 3 運送業 5000ペソ/週 景観が良く、所有権が得られ、住宅が広い。また夫の職場にも近い
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Ⅲ  再 定 住 と い う
 生 き 方
1. 再定住地における欠如

























































































査した 16 世帯の内、14 世帯では、1 名の就労者が再定住
地の外で勤務していた。しかし、就労者は毎日再定住地から





























































引額は、2012 年では一棟平均 5 万ペソ、2014 年に 8 万ペ










20　2014 年 10 月7日、サン・ホセ・デルモンテ市の再定住地のインタビュー。
21　コンパドラスゴ（compadrazgo）とは、洗礼などの宗教儀礼をとおして非親族と関係を結ぶ行為を指す。儀礼親族関係の広がりは、スラムなどの多様な出自を持
つ集団が相互扶助を行うために重要であると指摘がなされている（Nakanishi 2006）。





発住住宅法（Urban Development and Housing Act）では、スラムの立ち退きに対する社会住宅開発を義務づけるとともに、受益者による社会住宅の売却・賃貸・
譲渡を禁止し、受益者が不法に住宅、または権利を売却・譲渡・処分した場合、その取引を無効にしている。さらに、不法行為を行った受益者は、土地への権利を
失い、売却による利益は没収される規則となっていた。

























27　2015 年 4 月のインタビュー時点では、再定住地には 200 世帯ほどのイスラム教徒が居住している。
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*Graduate School of Asian and African Area Studies, Kyoto University
Relocation as a way of life:
Exclusion through disaster management and the agency of slum 
settlers in Metro Manila
Zenta NISHIO*
   The development of neoliberal policy has deprived the poor and the 
vulnerable of living space. While capital accumulation advances through 
the construction of shopping malls and condominiums, remote relocation 
sites are built as spaces of exclusion for the poor. Previous studies have 
criticized relocation sites, citing the lack of basic services, loss of social 
relationships, and deprivation of the settlers. However, this paper focuses 
on a case of Bacog Community, Navotas City in which the poor perceived 
relocation positively and chose it. This paper discusses how slum settlers 
can reassemble living conditions in the relocation site and create a new way 
of life under exclusion through disaster management.
   While previous studies situate the settler as a subject of victimization and 
resistance against relocation, this paper pays attention to their subjectivity 
as dwellers. Slum dwelling gave settlers the experience of embarrassment 
and embodied desire to get out from their subordinated situation. Accessing 
formal housing through resettlement represents the acquisition of better 
social status and dissolves the social stigma by the middle class against 
slum settlers. Defects and the lack of services in relocation sites stimulate 
cooperation and relationships among the relocatees, and subsequently 
contribute to their creation of social infrastructure. Their agency and 
daily practices for survival, which had been cultivated in the context 
of vulnerability and uncertainty in the slum, are employed for flexible 
livelihood and the project of reassembling living conditions in the relocation 
site. Through the interaction between relocatees and relocation site in the 
process of transformation/reassembling, there emerges a new way of life in 
the relocation site through the accumulation of daily practices, culture, and 
value. The relocation site thus has the potential to provide autonomic livable 
spaces for the poor and the vulnerable under exclusion. 
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